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延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２８４組織

組織率
８７．１０％

令和７年７月１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

1

富
美
山
町
西
１
区
自
主
防
災
組
織
（
富
山
英
俊
会

長
）
は
、
令
和
七
年
七
月
六
日
（
日
）
富
美
山
コ
ミ
ュ

【胸骨圧迫の位置】

【ワークショップ発表】

【強く,速く,絶え間なく】

【発動発電機の起動】

【避難場所の屋上へ】

】

【車いすを使用した搬送】

【胸骨圧迫実施中】

【毛布を使用した担架】

本

小

路

１

区

防

災

訓

練

昭
和
第
１
団
地
区
防
災
講
話

本
小
路
１
区
自
主
防
災
組
織
（
日
髙
多
津
子
会
長
）

は
、
令
和
七
年
六
月
二
十
二
日
（
日
）
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
や
大
雨
を
想
定
し
て
、
住
民
の
皆
様
は
、
地
域

の
危
険
箇
所
や
安
全
な
避
難
経
路
を
確
認
す
る
「
防
災

ま
ち
歩
き
」
を
実
施
し
な
が
ら
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

西
階
町
あ
お
い
区
自
主
防
災
組
織
（
黒
木
博
美
会

長
）
は
、
令
和
七
年
六
月
二
十
一
日
（
土
）
南
方
東
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
の
役
員
交
代
に
伴
い
、
新
役
員
の
皆
様
を
対
象

と
し
た
防
災
資
機
材
の
操
作
方
法
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
防
災
推
進
員
よ

り
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
備
え

発
電
機
の
起
動
確
認
や
負
傷
者
が
発
生
し

た
場
合
の
運
搬
要
領
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
て
教
わ
り
ま
し
た
。
「
発
電
機
の
起
動

は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
だ
っ
た
」
「

毛
布
が
あ
れ
ば
、
搬
送
は

大
丈
夫
」
「
車
い
す
を
防

災
倉
庫
に
準
備
し
て
置
い

た
方
が
い
い
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
、
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。

【煙は吸いません！】

西
階
町
あ
お
い
区
防
災
訓
練

昭
和
第
１
団
地
区
（
渡
部
洋
三
区
長
）
は
、
令
和
七

年
六
月
二
十
九
日
（
日
）
昭
和
第
１
団
地
集
会
所
に
て

防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
地
震
や
大
雨
時
の

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
日
頃
か
ら
の
備

え
及
び
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
津
波
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
団
地
の
屋
上
へ
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
防
災
講
話
を
受
け
て
、
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。

富
美
山
町
西
１
区
防
災
訓
練

北

古

城

区

防

災

訓

練

【電気ショック⚡】【すばやく初期消火】

北
古
城
区
自
主
防
災
組
織
（
銀
島
孝
二
会
長
）
は
、

令
和
七
年
七
月
六
日
（
日
）
西
小
学
校
に
て
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
自
宅
か
ら
西
小
学
校
ま
で
の
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の
避
難
経
路
を
歩
き
な
が
ら
危

険
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な

避
難
行
動
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
地

震
・
津
波
・
風
水
害
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
を
実
施
。
最
後

に
、
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
法
、

水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消

火
訓
練
及
び
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を

使
用
し
た
煙
中
歩
行
訓
練
を
行

い
、
盛
り
沢
山
の
訓
練
を
終
了

し
ま
し
た
。

へ
の
避
難
を
体
験
し
ま
し
た
。
避
難
訓
練
後
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
地
震
や
大
雨
で
不
安
に
感
じ
る
こ

と
や
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
防
災
講

話
と
心
肺
蘇
生
法
で

い
ざ
と
い
う
時
の
行

動
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
じ

て
得
た
知
識
を
活
か

し
、
減
災
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い

で
あ
り
、
防
災
推
進
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
実
技

を
実
施
し
ま
し
た
。
『
強
く
、
速
く
、
絶

え
間
な
く
』
『
パ
ッ
ト
の
貼
る
位
置
は
右

肩
と
左
の
脇
腹
が
基
本
』
な
ど
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
異
物
除
去

や
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け

意
義
あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

シ
ー
サ
イ
ド
鯛
名
区
防
災
訓
練

シ
ー
サ
イ
ド
鯛
名
区
自
主
防
災
組
織
（
安
在
哲
幸
会

長
）
は
、
令
和
七
年
六
月
十
五
日
（
日
）
に
清
掃
活
動

の
後
、
同
区
内
公
園
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
2
種
類
の
テ
ン
ト
を
協
力
し
て
開
設
し
ま
し

た
。
旧
式
（
重
い
・
や
や
こ
し
い
）
の
テ
ン
ト
は
、
男

性
が
担
当
し
、
配
備
資
機
材
の
テ
ン
ト
は
女
性
も
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
た
。

会
長
か
ら
、
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
法
や
自
身
の
オ
ム

ツ
着
用
体
験
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
交
え
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
発
災
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
備
蓄
数
を
増
や
す
検
討
し
て
い
ま
す
。

毛
布
を
使
っ
た
患
者
搬
送
要
領
な
ど
体
験
し
た
後
、

災
害
食
（
ア

ル
フ
ァ
米
）

を
参
加
者
全

員
に
配
布
し
、

防
災
訓
練
を

無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

【味はどうかな？】

粟

野

名

１

区

防

災

講

話

【簡易トイレの完成です】

天

下

町

区

防

災

講

話

理
解
し
ま
し
た
。

次
に
、
大
瀬
川
が
傍
に
流
れ

て
い
る
出
口
区
の
災
害
リ
ス
ク

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
確
認

す
る
と
共
に
、
床
上
浸
水
時
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
視

聴
し
、
早
め
の
避
難
行
動
が
出

来
る
よ
う
平
常
時
か
ら
非
常
用

持

【役員の皆さんと会長挨拶】

出

口

区

防

災

講

話

○えんキッズ
９月２４日（水）
午前１０時〜
えんキッズ施設内

○松山町区
９月２８日（日）
午前９時３０分〜
松山公民館

防災訓練

防災講話

〇富美山町西１区
９月 ６日（土）
午後１２時３０分～
富美山コミセン

〇教育委員会北方分室
９月１１日（木）
午前１０時〜
北方コミセン

○延岡市地域福祉推進大会
９月１３日（土）
午後１時３０分〜
野口遵記念館

〇柚の木田町区
９月２８日（日）
午前１０時〜
柚の木田町公民館

【出口区の古地図】

天
下
町
区
自
主
防
災
組
織
（
高
橋
秀
則
会
長
）
は
、

令
和
七
年
七
月
六
日
（
日
）
に
天
下
地
区
多
目
的
集
会

場
で
、
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
台
風
１
４
号
で
冠
水
し
た
バ
ス
停
付
近
の

写
真
を
確
認
し
た
後
、
五
ヶ
瀬
川

を
流
れ
る
水
の
流
れ
の
速
さ
が
、

平
常
時
と
洪
水
時
で
は
約
１
０
倍

違
う
事
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
非
常
用
持
出
袋
の
防

水
処
置
要
領
及
び
身
近
に
あ
る
日

用
品
等
で
準
備
す
る
方
法
な
ど
展

示
・
説
明
を
受
け
て
防
災
講
話
を

終
了
し
ま
し
た
。

出
口
区
自
主
防
災
組
織
（
末
藤
俊
二
会
長
）
は
、
令

和
七
年
六
月
二
十
八
日
（
土
）
に
出
口
公
民
館
で
、
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
防
災
基
本
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
「
避
難
の
判
断
は
自
分
自
身
」
と
い
う
事
を

令
和
七
年
七
月
一
日
（
火
）
に
粟
野
名
公
民
館
で
、
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
令
和
４
年
台

風
１
４
号
と
令
和
６
年
１
０
月
大

雨
に
お
け
る
雨
の
降
り
方
の
違
い

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
粟
野
名

１
区
周
辺
の
各
種
災
害
リ
ス
ク
な

ど
理
解
し
ま
し
た
。

次
に
自
主
防
災
組
織
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
公
助
の
活

動
開
始
ま
で
時
間
が
掛
か
る
な
ど

限
界
が
あ
り
、
「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
を
目
的
に
結
成
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
地
域
で
組
織
的
に
行
動
し
、
ご
近
所
で
助

け
合
う
こ
と
が
迅
速
な
避
難
・

救
助
に
つ
な
が
る
事

や
各
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
大
切
な
事
は
、
「
出
来
る
事
を
出
来

る
範
囲
で
」
の
気
持
ち
で
、
活
動
に
参
加
す
る
事
で
す
。

粟
野
名
１
区
自
主
防
災
組
織
（
甲
斐
隆
治
会
長
）
は
、

出
袋
の
準
備
や
避
難
先
を
決
め
て
お
く
な
ど
積

極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【この日も暑かったです】


